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研究成果の概要（和文）： 企業における障害者就労の抱える課題として、通常の作業フローから障害者が作業
可能な業務を切り出し、マッチングする難しさを抱えていることが多い。しかし、本研究の結果から、障害者就
労に農業を取り入れるメリットとして、農作業は年間を通じた業務があり、定型的でルーティン化をしやすいこ
と、作業の切り分けを行いやすいことが分かった。
　そのため、農業においては様々な障害の特性に合わせた形で、仕事のマッチングが可能となり、障害者が得意
とするプラスの面を生かす環境作りができると考えられる。障害者就労においては短期離職も課題となる中、農
業は個人に見合う仕事に従事できるため、継続的な就労にも繋がると期待できる。

研究成果の概要（英文）： One of the challenges facing the employment of people with disabilities in 
companies is the difficulty of separating out tasks from the work flow and matching them to people 
with disabilities. However, one of the advantages of entering the agricultural industry is that much
 agricultural work is routine and can be done easily, and agricultural work occurs all year round, 
making it easy to separate out tasks. Therefore, in agriculture, it is possible to assign jobs to 
people with various disabilities in a way that matches the characteristics of their disabilities, 
even if it is considered difficult to match them with jobs. By understanding the characteristics of 
people with disabilities and creating an environment where they can make use of their positive 
strengths instead of focusing on their negative aspects, we can expect them to become members of the
 community in agriculture over the long term.

研究分野： リハビリテーション科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究結果より、農業では障害者の特性に合わせた作業指標が明確となりやすいことから、適切なジョブマッ
チングに繋がり、障害者にとって価値のある働き方ができる環境を構築しやすいといえる。この環境作りを行う
ことで、障害者の継続的な就労の場となり、人手不足の農業において新たな担い手としての活躍が期待でき、障
害者雇用と農業分野の双方の課題解決に繋がると考えられる。
　加えて、障害者雇用にあたっての作業能力指標やジョブマッチングシステムは福祉分野など他分野において
も，未だ十分な検討がされていない。そのため、本研究で得られた成果は農業のみならず障害者就労においても
汎用性も高く、社会的にも意義深いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
農業の人手不足が深刻化している中、新たな担い手として農業に障害者の参加を促進する試み

が始まってきている。近年では、障害者の雇用推進をめざした法改正と並行する形で、農業分野
においても障害者就労を推進する取り組みが全国的にみられている。しかし、障害者の農業参加
にあたり、現場ではその方策について手探りの状態が続いている。障害者が農作業を行うことに
より、就労の面だけでなく、精神面、身体面、社会参加の面などから多くの利点が挙げられる。
しかし、こうした効果を生み出すには、障害者を長期的な就労につなげるための受け入れ側のサ
ポート体制や環境作りも重要となる。 
 

２．研究の目的 
 本研究課題の目的は、農業における人手不足および障害者就労の課題解決を図るために、農作
業と障害特性を合わせた形で簡易的に用いることができる作業評価指標の開発を行うことであ
る。さらに、その支援法を具体化することで障害者雇用の促進を図り、農業の新たな担い手とし
ての障害者就労の持続的な社会システムの構築をするための基盤作りの提案を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は 3 年間を通して、研究課題 1．障害者の農作業時の行動観察による作業内容の検討、

研究課題 2．作業所・施設スタッフへのインタビュー調査（質的評価）および研究課題 3．現状
分析と農作業の作業支援評価指標の開発の 3つの課題について実施した。 
H29 年度は、農業を取り入れた就労支援事業所の利用者を対象とし、ビデオカメラおよび対象

者の頭部もしくは胸部に作業時の小型カメラを装着し、種付けや収穫の時期別に１週間の測定
を行った。その後、障害者の農作業の行動観察を行い障害特性に合わせた形での農作業の作業内
容の類型化を行った。さらに、類型化した利用者の作業内容について、身体活動量計から得られ
たデータと作業時に相当する強度について分析を実施した。H30 年度は、作業所・施設スタッフ
を対象としたインタビュー調査（質的評価）を実施し、障害者が農作業を行うにあたっての課題
面や課題を克服するためのサポート方法について分析を行った。H31 年度は、農業分野における
障害者就労を取り入れている 4社の経営スタイルの調査および現状分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 研究課題 1．障害者の農作業時の行動観察による作業内容の検討および研究課題 2．作業所・
施設スタッフへのインタビュー調査（質的評価） 
障害の特性は、個人やまたその重症度によっても異なるが、知的障害の特性としては、言語能

力、社会性、適応能力に課題を抱えることがある。また、自閉症を有する場合には、パターン化
した行動が特徴的であり、急な予定の変更、初めての人や場所に強く不安を感じやすい。注意欠
陥多動性障害を有する場合には、大切な仕事の予定を忘れたり、物の置き忘れや注意が散漫にな
り集中力の持続が難しいことなどが課題に挙がる。 
行動観察より、知的障害者や発達障害者が農作業時に抱えやすい課題としては、「基本的な作

業を理解するまでに時間を要す」、「天気などの急な作業変更への不適応さ」、「計画を立て複数の
作業をこなすことの難しさ」、「はさみや物がうまく使えないなどの不器用さ」、「選定時に適切な
ものが選択できない」などの課題が生じることが分かった。さらに、知的障害・発達障害者では、
体の使い方も非効率的で不器用な側面もあり、屈み作業時や運搬作業時に腰痛防止など作業時
の姿勢にも注意をする必要があった。 
一方、作業所・施設スタッフへのインタビュー調査から明らかになった点として、障害により

苦手な側面もあるが、自閉症の特性として、「習慣化された作業や慣れた場所では、人よりも何
時間も熱心に作業に取り組む」ことができる。また、注意欠陥多動性障害者では、「人とのコミ
ュニケーションを好み、よく気配りをする」などの特性が生きる面も多いことが分かった。特に、
農作業の利点としては、作業が細分化されはじまりと終わりが明確な単純作業や自分のペース
で行える作業も多いことから、作業の見通しがつきやすく、集中して作業に取り組みやすい環境
づくりが行いやすい。加えて、作業の指示方法や使用する器具に少し工夫を凝らすことで、作業
効率が上がる事も分かった。こうした障害者側の特性を理解し、マイナス面をみるのではなくプ
ラスの得意とする面を生かす環境作りをすることが重要であることが、今回の調査から明らか
となった。 
(2) 研究課題 3．農業経営の現状分析と農作業の作業支援評価指標の開発 
障害者就労に農業の取り組みを行っている 4 社の経営スタイルの調査および分析を行った。

この 4社の経営スタイルは、屋外型（露地）型、屋内（農園）型、請負型の 3つに区分すること
ができた。経営スタイル別の特徴と利点として、屋外（露地）型は、天候に左右されやすいが、
日中日を浴びて体を動かすため生活習慣が整いやすい。また、土や自然に触れることで、心身に
良い効果が期待できる。屋内（農園）型は、天候、季節に影響を受けないため、種まきから収穫
の日数が安定していることから、作業がより定型的になるため安定就労につながる。請負型は、
自社の農地を保有せずに通常は他の業務を行いながら、農繁期に人手が必要な生産農家に派遣



する。主な作業内容としては、機械化が困難な作業や袋詰めやシール貼りをサポートし、生産農
家の人手不足の解消につながっている。 
さらに、農業経営の現状分析から、障害者の雇用を推進するための法定雇用率も強く影響をし、

新たな農業参入法人の伸び率がここ数年で倍増している。この背景には、多様な業界からの新規
参入より、経営スタイルや栽培品種も様々となっている。障害者雇用を目的とした農業の参入は、
これまでの福祉事業所の立ち上げよりも、大企業の参入により投資もできることや、異業種の参
入により技術を要さず軽労働でも可能な植物工場や、農地をもたず繁忙期に障害者を派遣する
農作業受託の割合も増加し、露地野菜の割合が減少していることが調査から明らかとなった。 
本調査から、農業における障害者雇用の在り方は、様々な経営スタイルに変化を遂げており、

経営スタイルに応じて作業内容や働き方も多様になってきていることが分かった。農業を本業
としない異業種からの参入も相次ぐ中、今後は、この経営スタイルに合わせた作業支援評価のた
めの指標づくりや障害特性に応じたジョブマッチングシステムを検討し、農業分野において障
害者が価値のある働き方ができるような職場づくりを行っていく必要がある。 
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